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（家庭数配付）

令和４年度の半分が終わりました

本日前期終業式、後期始業式を行いました。各ご家庭のご協力で、前期を無事に終了
できましたことに感謝申し上げます。子どもたち一人一人の頑張りについては、今日お
渡しした「あゆみ」に掲載してあります。今年度も「あゆみ」の見方についてご説明し
ます。
学習面については、各教科３つの項目をA・B・Cの３段階で評価しています。
一番上は・・・「各教科で身につけるべき知識や技能を身につけ、その知識や技能を

他の場面で活用できているか。」
真ん中は・・・「学習した知識や技能を使って、より深く考えたり、正しく判断したり、

考えやアイディアを表現できているか。」
一番下は・・・「知識や技能、判断力や表現力を身につけるために、諦めずに粘り強く

取り組んでいるか。もし、頑張っているのにこれらの力が身につかな
ければ、やり方を変えるなどの工夫ができるか。」

です。
総合的な学習（３～６年）の時間の記録では、総合の時間に取り組んだ活動の様子を

文章でお知らせしています。

外国語活動（３，４年）の欄では、授業の様子や外国語でのコミュニケーション能力
獲得の様子を文章でお知らせしています。なお、５，６年の「英語」は、教科として評
価しています。

道徳の欄は、道徳の授業で身につけた力について文章でお知らせしますが、１年間で
評価しますので、後期の「あゆみ」でお知らせします。

特別活動のようすは、係・委員会・クラブ活動など、学校での役割をお知らせします。

行動の様子は、学校生活の中で子どもたちの優れている点を「○」でお知らせします。
どのような行動が確認できれば「○」が付くかについては、裏面でご確認ください。

総合所見は、学習面や生活面から特に、保護者にお伝えしたいことを文章でお知らせ
します。また、大会やコンクールで受賞した記録をここでお知らせします。

私は、今日の前期修了式・後期始業式で、子どもたちに「自分の得意なところを伸ば
そう。」という意味の話をしました。とかく、自分の評価を見聞きしたときに、欠点に
注目しがちです。「できなかったことをできるように頑張る。」ことは大切ですし、喜び
も大きなものがあります。しかし、欠点ばかりに目を向けるとマイナス思考になり、学
習や生活を楽しむことが難しくなります。自分の得意なことを見つけ、さらにその力を
伸ばすことはも、大きな成長です。ぜひ、一小の子どもたちが、いろいろな場面でのマ
イスターになって欲しいと思います。

後期は、たくさんの行事が行われます。それぞ
れの行事で、たくさんの子どもたちが活躍できる
よう支援していきます。各ご家庭でも、子どもた
ちを勇気づけ、成長するための方法を一緒に考え
ていただければと思います。よろしくお願いいた
します。
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１，２年生 ３，４年生 ５，６年生

生 ・安全に気を付け、時間を ・安全に努め、物や時間を ・自他の安全に努め、礼
活 守り、物を大切にし、気 有効に使い、礼儀正しく 儀正しく行動し、節度
習 持ちの良いあいさつを行 節度ある生活ができる。 を守り節制に心掛けら
慣 い、規則正しい生活をす れる。

ることができる。

健 ・心身の健康に気を付け、 ・心身の健康に気を付け、 ・心身の健康の保持増進
康 進んで運動し、元気に生 運動する習慣を身に付 と体力の向上に努め、
体 活できる。 け、元気に生活できる。 元気に生活できる。
力

自 ・よいと思うことは進んで ・自らの目標をもって進ん ・夢や希望をもってより
主 行い、最後まで頑張るこ で行い、最後まで粘り強 高い目標を立て、当面
自 とができる。 くやり通すことができ の課題に根気強く取り
立 る。 組み、努力できる。

責 ・自分でやらなければなら ・自分の言動に責任を ・自分の役割と責任を自
任 ないことは、しっかりと もち、課せられた役割を 覚し、信頼される行動
感 行うことができる。 誠意を持って行うことが をすることができる。

できる。

創 ・自分で進んで考え、工夫 ・自分でよく考え、課題意 ・進んで新しい考え方や
意 しながら取り組むことが 識をもって工夫し取り組 方法を求め、工夫して
工 できる。 むことができる。 生活をより良くしよう
夫 とすることができる。

思 ・身近にいる人々に温かい ・相手の立場を理解して思 ・思いやりと感謝の気持
い 心で接し、親切にし、助 いやり、仲良く助けあう ちをもち、異なる意見
や け合うことができる。 ことができる。 や立場を尊重し、力を
り 合わせて集団生活の向

上に務めることができ
る。

生 ・生きているものに優しく ・自他の生命を大切にし、 ・自他の生命を大切に
命 接し、自然に親しむこと 生命や自然の素晴らしさ し、自然を愛護できる。
尊 ができる。 に感動できる。
重

勤 ・手伝いや仕事を進んで行 ・働くことの大切さを知 ・働くことの意義を理解
労 うことができる。 り、進んで働くことがで し、人や社会に役立つ
奉 きる。 ことを考え、進んで仕
仕 事や奉仕することがで

きる。

公 ・自分の好き嫌いや利害に ・相手の立場に立って公正 ・誰に対しても差別をす
正 とらわれないで行動でき 公平に行動できる。 ることや偏見をもつこ
・ る。 となく、正義を大切に
公 し、公正・公平に行動
平 できる。

公 ・約束やきまりを守って生 ・約束や社会のきまりを守 ・規則を尊重し、公徳を
共 活し、みんなが使うもの って公徳を大切にし、人 大切にすると共に、我
・ を大切にする。 に迷惑をかけないように が国や郷土の伝統と文
公 心掛け、のびのびと生活 化を大切にし、学校や
徳 できる。 人々の役に立つことを
心 進んで行うことができ

る。


